
取組名：複合経営の安定化

水稲の省力化、基盤整備ほ場の利点を活用した畑作物との輪作（田畑輪換）を進めるため、
乾田直播水稲の普及、収量の安定化が必要である。また、畑作物の収量は、年次間差・ほ場間
差が大きいため、収量向上に向けて、基本技術の実践と輪作体系の確立を進める必要がある。

実施地区の概要と課題

今後の展望

令和７年度 畑地化促進事業

実施した取組内容など

■取組内容
・４月 乾田直播水稲栽培指導（個別巡回）
・５月 秋まき小麦、乾田直播水稲研修会
・６月 秋まき小麦、大豆栽培研修会
・７月 畑作・水稲大規模生産法人視察

大豆・てん菜栽培講習会
・４～10月 営農情報による情報提供
■成果
・乾田直播水稲で５戸が穂数700本/10aを達成し収量安定化が図られた。
さらに、６戸が収量600kg/10aを達成することができた。
・地域の若手農業者による畑作物の栽培管理技術習得が進んだ。
表 青年農業者のほ場管理技術の習得達成

空知農業改良普及センター 本所

■実施地区
・３月上旬 次年度営農に向けた技術講習会の開催

■実施地区以外
・令和８年度より実施地区近隣の「沼の内営農組合」に拡
大し、若手農業者に対して乾田直播の収量向上や畑作物の
安定生産についての技術支援を予定している。
・各作物の栽培暦を地域全体に配布。

実施地区など

美唄市西美唄地区

（関係団体）美唄市、JAびばい

秋まき小麦講習会の様子

習得結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 習得結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

秋まき小麦の栽培管理 達成 ○ － ○ － ○ ○ 達成 ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑肥の機能性 達成 ○ ○ － － ○ ○ 達成 ○ ○ － － ○ ○

大豆の栽培管理 達成 ○ ○ ○ － ○ ○ 達成 ○ ○ ○ ○ ○ ○

直播てん菜の栽培管理 未達 － － ○ － － ○ 達成 ○ － ○ － ○ ○

※各農業者がチェックシートに、習得項目（各作物５項目）ごとに自己理解を記入

   農業者（A～Ｆ）・作物ごとに集計。習得項目「〇」６割で達成（Ａ小麦 達成、Ａ大豆 達成、Ｂ小麦 未達・・・）

   達成農業者が６割以上の作物を達成とする（小麦： Ａ達成、Ｂ達成、Ｃ未達 → 小麦達成）
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乾田直播水稲栽培暦を配布若手農業者との技術支援に
むけた打ち合わせ


